
2016年度　政治学入門　後期最終試験講評

　今回の問題文は下記の通りでした。

1. 答案の作成方法

　最初に「今回の試験では、どのような手順で答案を作成すべきだったか」について、講義でも説明した「論文
答案の作成方法」に即して、検討することにします。
　①�問題文を読み、出題者の意図を理解する。�

�　今年度の設問は単純で、「権力の実体概念と関係概念」の説明が求められているだけです。ただし、３点ほ
ど、気をつけるべき点があります。�
　ひとつめは「解答者であるあなた自身」が独自に考えた「実体概念」と「関係概念」ではなく、「講義のな
かで説明されたそれ」について説明しなければなりません。�
　つぎに解答は「講義の内容を踏まえている」必要があります。講義で紹介した参考書などにも、このふた
つの概念は言及されています。しかし解答に際して要求されているのは「講義でその点についてどのように
説明されたか」です。したがって自分自身の認識や、他の教科書に書かれていたことを記しても構いません
が、少なくとも講義の中で言及されたことには触れなければなりません。�
　最後に、答案は 300 字以上でなければなりません。注意事項の最初に明記したとおり、この条件を満さな
い答案は、自動的に 0点となります。

　②�必要と思われる論点を（紙に）書き出す。�
　解答に含むべき「論点」については、講義レジュメの 21～ 22 ページを参照して下さい。答案では、これ
らの内容を順序立てて記述すべきですが、そのさいのポイントは「いかに取捨選択するか」でしょう。いろ
いろと細かいことを書き並べると、全体の答案構成が曖昧になりますから、瑣末な論点は思い切って割愛す
べきです。他方で、重要なポイントを書きおとすと大きく減点されますから、そこにも細心の注意が必要です。
最終的に「過不足のない」答案を作るためにも、ここで時間を使って「書くべきこと」「書くべきでない（不
要・無駄な）こと」を精選してください。

〔問　題〕
権力の実体概念（実体的把握）と関係概念（関係的把握）について、講義の内容を踏まえつつ、300 字以
上で説明せよ。

〔注意事項〕
◇�解答が 300字（解答用紙で 10行＝用紙の点線部分）に満たない答案は、すべて 0点とする。
　※字数の計算方法については下記の〔解答用紙の使い方〕も参照のこと。
◇�誤字・脱字・文章表現の誤りなどは、すべて減点の対象とする。必ず「見直し」をすること。
◇�解答を書ききれないときは、用紙の裏に続きを書き、それでも足りないときは、挙手して２枚目の用紙を受け取り、さらに続
きを書くこと（2枚目にも記名を忘れないように）。

◇この問題用紙は持ち帰ること。

〔解答用紙の使い方〕
①�「見出し」をつける場合、そのつど、用紙の１行ぶんを使うこと。なお見出しに関しては、実際の字数にかかわらず、ひとつ
あたり１行（＝ 30字）と計算する。

②�「図表」を使う場合、用紙の 10行目以下（点線より下の部分）に記入すること。また図表のなかの文字は、用紙のマス目に
揃える必要はない（自由な大きさで記入してよい）。

③�その他は、大学入学までに習得してきた「原稿用紙の使い方」に従うこと。字数の計算も、一般的な作文や小論文と同じ基準
に従っておこなう（例：段落冒頭の１字下げによる空白や、段落末尾の空白部分も字数に含める）。

④�以上の①～③に関する質問は受けつけない。ただし使い方を誤っても、減点の対象としない。



　③�答案全体の論理構成を組み立てる。�
　つづいて「何をどのような順番で書くか」「どこで段落分けをするか」「どの論点にどの程度の字数を使うか」
などを考えます。これらの諸点についても、答案を書きはじめる前に、時間をかけて検討しておくことにより、
最後にできあがる答案の「読みやすさ」や「全体としてのまとまり」、あるいは「論点ごとの分量のバランス」
が、まったく違ってきます。反対に、これらの検討をおろそかにしたまま、漫然と答案を書きはじめてしま
うと、「思いつくままにダラダラと書き並べたような答案」になりますので、高い点数（評価）は望めなくな
ります。�

　④�実際に答案を書く。�
（省略）

　⑤きちんと読み直し、おかしな所がないかチェックする。
I.� �この作業をきちんとすれば、誤字や脱字などはかなり減るはずです。しかし残念ながら、誤字や脱字を
理由に、減点した答案も少なくありませんでした。

II.��また「日本語として意味が通らない答案」も、複数枚見つかりました。これも一度、最初から読み直し
てみれば、すぐに気づくはずなのですが。こちらも当然、減点対象となります。

　いずれにしても重要なのは、「問題文を見て、その場で思いついたことをダラダラと書き並べても、0点（これ
は比喩ではなく、本当に 0点です）しかつけられない」ということです。あくまでも政治学入門という、特定の
科目の最終試験なのですから、講義の内容とかけはなれた「権力について自分の思ったこと」を書いただけでは、
合格点は絶対に取れません。

2. 最終試験の採点

　①採点に際しては、最初に下記の諸点に留意しつつ、大まかなチェックを行いました。
I.� �設問に対して、きちんと解答をしているか。�
→�前記「答案の作成方法」に記した通り、「講義の内容を踏まえて」「300 文字以上で」解答していないも
のは、そもそも採点の対象にはなりえません。

II.� �論旨の明快さや論理性が、大学生にふさわしい水準に達しているか。�
→�一読して「何が言いたいのか、よく意味の分らない」答案は、大きく減点しました。また、段落わけが
きちんとなされず、ダラダラと改行もなく書き続けている答案も、減点の対象としました。心当りのあ
る人は、次回から「答案構成」をきちんと考えたうえで、解答を書き始めるようにして下さい。

III.��分量のバランスがとれているか。�
→�たとえば「実体概念」ばかりに紙幅を割き、関係概念については１行で終り、というのではいけません。
つまり、それぞれの論点の分量が、バランスよく配分されていない答案についても、減点の対象となり
ます。

　②つぎに、以下のようなポイントをきちんと押えているか、チェックしました。
I.� �必要な論点が揃っているか。またそれぞれの論点について、きちんと説明されているか。�
講義レジュメの 21～ 22 ページに挙げられた（あるいは私が口頭で説明した）、ふたつの概念の、それぞ
れの特徴について、どれくらい網羅されているかが重要です。また、ひとつひとつの論点について、きち
んとした説明がされているかも大切です。

II.� �解答の分量が不足していないか。反対に無駄な記述が含まれていないか。�
試験時間は 80分ありますから、それなりに分量が書かれていないと、全体としての評価はさがります。
また反対に、出題と全く無関係の事柄がいろいろ書かれている場合も、やはり評価は下ります。「書いて
置けば損にはなるまい」と考えたのかもしれませんが、結局「何が言いたいのか、よく意味の分らない」
答案に近くなり、全体としての印象は悪くなるだけです。「求められる知識を、論理的に、かつ過不足な



く書く」ことを心掛けて下さい。また書き終っていない「未完結の答案」についても、採点はしましたが、
それなりに減点してあります。

III.��「基本的なミス」を犯していないか。�
たとえば「権力」の意味そのものが判っていない答案に、合格点をつけることはきわめて困難です。また、
それぞれの概念の内容を根本的に誤解しているような答案も、基本的な知識に欠けていると判断して、大
きく減点しました。

　③最後に、誤字脱字など、形式的なミスについてチェックをし、それぞれ減点しました。
　こう書くと必ず、「読めればいいのではないですか」といいだす学生が出てきますが、それでは同じように、
誤字脱字だらけの履歴書やエントリーシートを、就職活動で提出したら、どういう結果になるかを考えてく
ださい。試験中は辞書を引けないので、ある程度までは大目に見ていますが、あまりに酷いものは、減点の
対象としています。�
　またもうひとつ、「レジュメ形式」や「箇条書きの答案」が、複数枚ありました。「論述式答案の書き方」
でも明言したとおり、大学の試験で「論述」を指定された場合、基本的にレジュメ形式や箇条書きは認めら
れません（一文ごとに必ず段落変え＝改行しているものも含む）。これらは形式違反の答案として、大きく
減点しています。そのような答案を書いた記憶のある人は、高校時代の「小論文」を想起して、あのような「論
理的な段落わけと、内容的な起承転結のある」文章
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を書くようにしてください。

　④�その後、加減点や裁量点なども合算して、最終的な成績を算出しました。答案がボロボロでも、加減点のお
かげで S評価になった人がいる一方、答案そのものは素晴しいのに、加減点によりCになってしまった人も
います。したがって、成績表に Sがついていたとしても慢心せず、またCだったとしてもガッカリせず、今
後もよい答案が書けるよう、精進して下さい。�
　なお自分の答案について、より詳しいコメントや指導を希望するひとは、メイルで連絡をもらえれば、随
時対応します。私のメイルアドレスはウェブサイトに書いてありますので、そちらに連絡をください。

3. 成績分布

　①履修登録者全体（講義に一度も出席しなかった者も含む）における成績分布
　　S：13.8%　Ａ：4.6％　Ｂ：4.6％　Ｃ：1.9％　Ｘ：13.4％　Ｆ：61.7％

　②最終試験受験者における成績分布
　　S：36.0%　Ａ：12.0％　Ｂ：12.0％　Ｃ：5.0％　Ｘ：35.0％

4. 解答例

　次ページ以下を参照して下さい。なお、以下に示すものはあくまでも「解答例」であって、この通りに書かね
ばならないわけではありません。



科 目 名 担 当 者 　 　実 施 年 月 日 枚 数

政治学入門 伊 藤 信 哉 2017 年 2月 1日（水）14:15 ～ 15:35（80 分） １／１

2016年度　最終試験　答案用紙

30W x 30L = 900(820)

１．権力の定義

　権力とは「他者の意思に抗して、自分の意思を通すことを可能に

する力」と定義される。この権力について、これまで多くの学者が

さまざまな分析を行ってきたが、C.フリードリヒはそれらを「実体

概念（実体的把握）」と「関係概念（関係的把握）」に二分した。

２．実体概念

　実体概念、すなわち権力を実体的に把握する立場とは「権力の源

泉である何ものか（Ｘ）を保持することが、すなわち権力を保持す

るとみなす立場」のことである。この立場からすると、より大きな

Ｘを保持するもの（人や政治集団、国家など）が、より大きな権力

を持つこととなる。そして、このＸが何かについては、学者により

意見が異なる。たとえばマキャベリは「暴力の集中（軍事力）」こ

そが権力の源泉であると主張した。これに対してマルクスは「生産

手段の集中」つまり富こそがＸにあたると論じた。さらにミルズは

「地位」が権力の源泉になると訴えた。

３．関係概念

　権力を実体的に把握する立場は、歴史的に見るとより古い（古典

的）な立場である。これに対して20世紀になって登場したのが関係

概念（権力の関係的把握）と呼ばれる立場である。これは、支配者

と服従者の「関係」の中に権力を見出す立場であり、実体概念に較

べると、心理的要素を重視している点に特徴がある。つまり権力と

は、権力者の側が何ものか（Ｘ）を持つがゆえに成り立つのではな

く、それを行使される側（被支配者側）が、権力に従わざるを得な

いと判断したときに、はじめて成り立つのであって、服従する側の

「心の中」あるいは権力者と服従者の「関係」のなかにこそ成り立

つと考える。この立場をとる代表的な学者としてはダールやルーク

スがおり、たとえばダールによる「ＡがＢに、普通ならＢがしない

ことをさせた場合に、ＡはＢに対して権力をもつ」という権力の定

義は、この関係概念の代表例といえる。また、ラズウェルの唱えた

価値剥奪論も、この関係概念の要素を多分に含んでいる。

学 籍 番 号 氏 　 名 （平常素点） ☆ 平常点 試験点 裁量点 総　点



30W x 33L = 990(152)

４．まとめ

　このふたつの立場は、権力の何たるかを理解するさいに相互補完

的な立場にある。つまりどちらかだけが正しく、他方が誤っている

というのではなく、この両者の立場を組み合わせることで、実際の

権力の姿を、より的確に理解することができるのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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